
L18  OG-8 「 ジムを併設したビジネスホテル」 
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Ⅰ．設計条件 
この課題は、小都市の駅前において旅行やビジネスで宿泊するためでだけでなく、

運動施設としての「ジム」を併設した「ビジネスホテル」を計画するものである。 
本施設は、駅前のペデストリアンデッキに隣接しており、駅から階段を昇降するこ

となく徒歩で直接ホテルに入れるようにすることで、誰もが利用しすいように立体構
成を工夫すると共に、仕事帰りのサラリーマンや買い物帰りの主婦が運動を気軽にで
きるように運動施設、渓流を臨み緑豊かな自然を満喫できる「レストラン」を併設す
ることで、住民の健康増進や憩いの場として活用することも目論んでいる。 
 

1．敷地及び周辺条件 
(1) 敷地の形状、接道条件、周辺状況等は、別紙「敷地図」のとおりである。 
(2) 敷地の内部、道路及び隣地には、高低差はない。 
(3) 歩道の切り開きは、行わない。 
(4) 敷地は、都市計画区域内の市街化区域、防火地域内にあり、用途地域は「商業地
域」に指定されているため、次の制限がある。 
①建蔽率の限度は80%であり、特定行政庁の指定する角地 (隅切りの必要はない) 
の緩和措置および耐火・準耐火建築物の場合の緩和措置を適用することができ
る。 
②容積率の限度は600％である。 
③建築物の高さの限度は、道路斜線、隣地斜線により規定される高さとする。 

(5) 電気、ガス及び上下水道は完備している。 
(6) 地盤は扇状地を切土造成したものであり地下5m以深は良好な地盤(N値35)である。 
(7) 地下水位は地下5.8mである。 
(8) 気候は温暖であり、湖の氾濫及び積雪についての特別の配慮はしなくてよい。 
 

２． 建築物 
(1) 構造、階数等 
構造種別は自由とし、地上5階・地下1階建ての１棟の建築物とする。用途は1棟す
べてを「ホテル」として確認申請する。 

(2) 床面積の合計 
床面積の合計は、地下1階を含め、4,500㎡以上、5,000㎡以下とする。 
この課題の床面積の算定においては、ピロティ、塔屋、バルコニー、屋外階段、吹
抜け（吹抜けの鉄骨階段部分は面積算入）は、床面積に算入しないものとする。 

(3) 高齢者、障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」に規定する特別特定建築
物に該当し、「建築物移動等円滑化基準」を満たすものとする。 

(4) 要求室 
下表の室は、すべて計画する。 

 
 

 
３．屋外施設等 
(1) 敷地内の駐車場は、敷地の平坦部またはピロティ部に平面駐車とし、サービス 
用として1台分のスペースを設ける。利用者用および車椅子使用者用の駐車場は 
隣接する東側の駐車場を使うものとする。 

(2) ペデストリアンデッキ(GL+6,000)へはホテル出入口(主出入口)から段差なく通
行できるよう配慮する。(特定行政庁の許可は受けている。) 

(3) ペデストリアンデッキの建築物までの延長通路の施工は道路管理者が行い、工
作物として扱うため、建築物には当たらない。よって、道路斜線の後退距離に
は含めない。 

(4) 屋上広場を250㎡以上設け、5mの円が入る(庇がかかっても良い)ように計画す
ると共にレストランと一体的に利用できるようにする。また、屋上広場のう
ち、80㎡以上の部分に客土を500mmの深さで確保し、芝生仕上げとする。 
 

４．計画に当たっての留意事項 
(1) 建築計画については、次の点に留意して適切に計画する。 
① 敷地の周辺環境及び景観に配慮して計画する。 
② 自然採光、自然通風及び日射遮蔽に配慮したパッシブデザインを取り入れ
る計画とする。 

③ エントランスホールから渓流が一望できるように工夫する 
④ 建築物は、バリアフリー、セキュリティ等に配慮して計画する。 
⑤ 各要求室を適切にゾーニングし、明快な動線計画とするとともに、避難動
線を適切に計画する。 

⑥ 面積区画、竪穴区画など防火区画を明確に計画する。 
⑦ 延焼ライン(延焼の恐れのある部分)を考慮し、適切に外壁開口部を計画す
る。(特定防火設備は○特、防火設備は○防の記号で明示する。) 

(2) 構造計画については、次の点に留意して適切に計画する。 
① 建築物全体が、構造耐力上、安全であるように適切に計画する。 
② 構造種別に応じた、架構形式及びスパン割りを適切に計画する。 
③ 柱、梁、スラブ部材の断面寸法を適切に計画する。 

(3) 設備計画については、次の点に留意して適切に計画する。 
① 空調設備、給排水衛生設備、変電設備、消火設備等を設ける。 
② 空調設備は、熱源機器(チラーユニット)からの冷温水の供給による「単一ダ

クト方式」または「個別ファンコイルユニット方式」とする。 
③ 給湯設備は、「熱源機器＋貯湯槽」による中央式給湯方式とする。 
④ 給水設備は、「受水槽ポンプ直送方式」とする。 
⑤ 受水槽、熱源機器、ポンプ類、貯湯槽は浴場およびロッカールームに近接さ
せる。 

⑥ 変電設備は高圧ケーブルの長さができる限り短くなり、合理的なケーブルル
ートとるように配慮し、「引込線設置電柱」を適切に計画する。 

⑦ エレベーターは、ジム部門利用者用と宿泊部門利用者用は兼用とし宿泊者数
に見合う台数を設置する。また、サービス用として１基を設ける。 

 
Ⅱ．要求図書 
答案用紙Ⅰ及び答案用紙Ⅱの定められた枠内 (寸法線については枠外でもよ

い。) に、黒鉛筆を用いて記入する。 
 
1. 要求図面(答案用紙Ⅰに記入) 
下表により、所定の図面を作成し(フリーハンドでもよい。)、必要な事項を記入

する。なお、各図面には、建築計画、構造計画及び設備計画において留意した事項
について、簡潔な文章や矢印等により補足して明示する。 

 
２．面積表（答案用紙Ⅰに記入） 
(1) 建築面積を記入し、その算定式も記入する。 
(2) 各階の床面積及びその合計を記入する。なお、各階の床面積については、その
算定式も記入する。 
 

３．計画の要点等(答案用紙Ⅱに記入) 
建築計画、構造計画及び設備計画について、答案用紙Ⅱに出題した要点等を具
体的に記述する。なお、要求図面では表せない部分についても記述する。 
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